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1.研究背景

２.研究目的

３.研究方法

Q 1．試合会場で盗撮が増えているのを知っているか？
4.結果・考察
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男女の認知度の差は 
あまり大きくないが、 
男女とも“知らない”と 
答えた人が約8割を 

占めた。 
→認知度はかなり低い

監督の先生には“良かったら購入
したい”と好評の声をいただい
た。また同じ部活の後輩にはこん
な問題が話題になってるんです
ね！と関心を持ってもらえた。

５ー１　全ての女性と女の子に対するあらゆる差別をなくす 
５－Ｃ　男女平等を勧め、全ての女性や女の子があらゆるレベルで能力を高められるように、 

適切な政策や効果のある法律を作り、強化する。

↑このグラフはオリンピックにおける出場選手数の男女別推移を表
している。（青が男性　赤が女性）女性アスリートの参加は男性ア
スリートに比べて少ないですが年々と増えている。しかし1980年
代のオリンピックの女性選手の報道で性差別問題が話題になった。
男性のアスリートがその力強さや偉大さ、技術などに注目されてい
るのに対し女性アスリートの場合には外見的美貌や恋人の有無、母
親であるということなどセクシズムな点が強調されるものばかりで
あった。セクシズムとは性別に基づく差別のことを指す。盗撮被害
とは少し離れているが、この頃からスポーツにおける性差別が問題
になっていることがわかる。

←このグラフは日本オリンピック委員会の
特設サイトに寄せられた盗撮被害の件数で
ある。7月上旬では約1300件であったが 
東京五輪・パラリンピック前後で倍増し、
10月には約2600件まで増加し、3ヶ月で 
約2倍増加したことがわかる。

⚪︎
私は中学生の時母とSNSで自分の名前を検索し
た時この動画が載っていた。見てみると自分が
試合で走っている時のもので誰が勝手に盗撮して
載せたのか不安になった。後日、部活の後輩に
その話をすると「最近話題になってて、私もあ
げられてて嫌なんですよね。」と言われた。私は
今まで女性アスリートの盗撮が話題になってい
ることを知らなかったのでそんな悩みを持って
いる自分や後輩の問題を解決したいと思い、こ
の探求テーマを立てた。

対象：本校二年生 
実施日：10月10日 

実施方法:アンケート調査 
目標：どれくらいの認知度が 

あるのか知る

実施日：12月11日（新人駅伝競走大会） 
実施場所：本城陸上競技場 

実施方法：運営の方に缶バッチを　 
付けていただく 

目標：盗撮被害件数ゼロを目指す 
知らない人の関心を持ってもらう

５.今後の展望 認知度を高め、関心を持ってもらう必要がある‼

缶バッチ 
コンテストに 
出場する

インター 
ハイ予選で 
装着する

他校の体育の 
先生の集まりや 
陸上での監督会議で 
プレゼンを行う

これはアクションを実施している時の様子である。
選手の先導を行っている先生につけていただき、 
他にも本部で放送や記録などを行なっている先生方
にもつけていただいらた。“誰もがわかる缶バッチ”
をテーマに作ったが、部活のチームメイトには大き
いしなんの缶バッチかわかるから見やすいね！と 

好評だった。

大会の本で
掲示する


